
 
 

事例５ 社会福祉法人 中心会 

 

＜ポイント＞ 

○ いわゆる「持ち上げない介護」について、介護労働者が体で覚えて定着するまで繰り

返し研修・指導を行うことにより、腰痛防止を図っている。 

 
１ 法人概要（図表５－１） 

社会福祉法人中心会は、神奈川県海老名市を中心として、介護福祉施設の運営、デイ

ケアサービスの提供、児童養護施設の運営などを行っている社会福祉法人である。 
 
２ 高年齢労働者の安全や健康確保についての考え方 

  年齢のいかんにかかわらず、安全や健康が確保される職場づくりに努めており、従業

員の約４割が 50 歳以上であることから、結果的に、従業員全体の安全や健康を確保する

ための取組は、高年齢労働者の安全や健康を確保するための取組につながっている。 
 
３ 高年齢労働者の安全や健康確保のための具体的な対策 

（１）いわゆる「持ち上げない介護」 

介護を受ける利用者の負担を軽減するために、いわゆる「持ち上げ介護」は行わな

いようにしており、スライディングシートやスライディングボードを用いて、人間の

自然な動きを重視した介護技術を導入している（いわゆる「持ち上げない介護」（図表

５－２））。 
スライディングシートは、ツルツルした素材でできているシートでこれを寝ている

人の下に敷けば、力を入れることなく、寝ている位置を上下・左右などに動かすこと

ができる。また、スライディングボードは、ボード上でお尻を滑らせることにより、

力を入れることなくベッドと車椅子などの移乗をすることができる。これを活用する

ことで、利用者の身体的な負担は軽減され、結果として、職業病とも言われる職員の

腰痛も減少している。 
これまでの取組を振り返ると、10 年近く前に介護が原因で腰痛になりかけたという

ヒヤリハット事例があった。これをきっかけにボディメカニクスの観点からの介護技

術を身につけてもらえるように職員に対する研修を開始した（研修風景：図表５－３）。

それ以降、人間の自然の動きはどのようなものかを理解した上での自分の身を守るた

めの介護は、利用者の自立支援のための介護にもつながっているとの考え方のもとに、

現在に至るまで進めてきている。 
具体的に、研修の内容を見てみると、新規採用者に対しては、３月に新任研修を実

施して、自己流の介護にならないように指導している。その後も、３か月に１回程度、

自己流の介護になっていないかどうか研修を行うことによりチェックしている。自己
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流になっている者に対しては、その都度、是正指導を行っている。また、指導者はチ

ェックシートを用いて後輩のチェックを行っているが、的確なチェックが行えるよう

に指導者研修を実施している。一方、職員の方でも、施設が行う研修のほかにも、自

主練習を繰り返し行うとともに、さらに、３か月ごとに、自己流になりがちな技術を

研修で軌道修正してもらうことにより、「持ち上げない介護」の介護技術を定着させて

いる。 
「野球の素振りと同様に、基本が大切で何度も何度も繰り返すことにより、本人が

体で基本を覚え込むことができるようになるところまでやっている。このような取組

を進めることにより、腰痛になった職員は明らかに減少してきた。介護であざができ

た、皮膚剥離を起こしたという利用者も減ってきている。しかしながら、それでも、

自己流の介護が直らない職員も中には見られ、これが原因で、たまに腰痛になる者も

未だにゼロになるには至っていない。」とのことであった。 
現在、この中心会の介護技術は、「人の力のみで抱き上げない介護・看護」を推進す

る神奈川県の「神奈川らくらく介護宣言」のパンフレットにおいて介護技術の取組事

例として紹介されるに至っている（図表５－４）。 
 
（２）健康診断 

   高年齢になってくると、生活習慣病等の発症率も高くなってくるので、労働安全衛

生法に基づく健診項目に加えて、生活習慣病関連の項目も加えて健康診断を実施して

いる。 
   また、人間ドックも３～４万円の実費がかかるが、希望者に対しては、全額法人の

費用負担により実施している。 
   さらに、パート労働者については、労働時間が正規職員の 3/4 未満の労働者も健康

診断の対象者に加えて実施している。 
 
（３）夜勤対応 

   夜勤のない勤務を希望する正規社員は、子供の世話をする必要がある若い職員に比

較的多く見られ、希望者には個別対応をしているが、高年齢になるに伴って、体力的

に夜勤が難しくなってきた職員に対しても同様に個別対応を行っている。 
 
（４）その他 

   施設内には、様々な業務があることから、業務の種類ごとに各種マニュアルを整備

することにより、利用者に的確なサービスを提供できるようにすることが、同時に、

労働災害の防止にもつながるのではないかと考えている。 
 
４ 今後の課題 

  現代の若い職員は、現代の高年齢者がかつて若かった時代と比べて、運動能力が低い

とのデータもあることから、将来、現代の若い職員が高齢化した時に、どのような働き
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方をしてもらうのか不透明な部分があり、今後の課題であるとのことであった。 
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図表５－２
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図表５－３
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（出典）「神奈川らくらく介護宣言」のパンフレット（神奈川県） 

図表５－４ 

図表５－４
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